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The purposεof this ¥Vork is to inv回 tigatethe effect of the interior finishings materials on the full 

fire development in a compartment. The ¥Vork ¥vas commenced ¥Vith model 

A box (680xI050x600凹) made of autoclaved 1ight-¥Veight concrete boards ¥Vas used as a model 

compartment. 1t has a openIng at one side and size of opening was changed as follo¥Vs: a)200x365 

皿 b)160x365回

Plywood. incombustible plywood. gypsum board， and the like was used as internal linings. 

T emperature illside the box. burning rate. heat release rate. smoke emission rate and carbonmonoxide 

release rate w抽 measured

はしがき

火災が発生した場合その初期における火災性状

のうち，特にI 火炎伝錨性 ー発煙発ガス性等の

符性比その後の初期消火活動。選知行勧及び消

火活動に大きな影轡を与える a

これらの特性比開口条件ー 収容可燃物置 内

廷仕上材等の条件によって異なる.そのため本研

究では，特に火災室に固有のものであり，着火か

ら火炎の立ち上がり及びその後のフラソシユオー

パーの大きな要因となっている内築材が，火災発

生から火慮り期への選移に及ぼす彬容について但

復するため.模型燃焼室内において懲燐実験を実

施 し，極々のデ タの収集分析を行ったのでそ

の概要を報告する.

2 実験方法

(1) 実験義直

実験装置の概要因を圃 lに示した。

ア模型燃焼室

横型燃焼室の櫛造は白固"こ示した。

模型燃焼室の各面は， ALC仮 (厚さ37皿)

の円倒に石綿ハ ライ ト仮 (原さ 10皿)を張

り合せたものを使用した。
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回 l 実験装置概要因

間口割問主。娼200x高さ365幽 (関口因子=

441加わ靖則哨き365皿(開口因子=

知 加 わ の 2i! 9 1::した。

イ 俳穫祭置

俳煙装置は 1 模型燃焼室cr;関口総のよ万に

集煙フ ド(幅1200x奥行90C凹)を設櫨し，

集逗フ ドの頂部に排煙ダク ト(幅330x高さ

330x長さ600C回)を後続して!タク トの錨邸

に俳煙ファンを訟置した.
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図 2 模型燃暗室且ぴ詰験体の情垣且ぴ配置

集姥フードから 3~ 4 mの也置のダク ト

内にピトー管，!11，電対。煙浪度計Eぴガス採

取官をそれぞれ取り付りた.

なお 、 煙演度計は ， ν ノズ~~耐への姥の付

着を l!}j~獲するため 。 ラヒリンスを設け。ヱア

ペ ゾを行った.

(21 担軸惨 (内装材料の種鰻)

試験体の材料管表 】に示した。

t式験体は，回 3に示すように杉材で組まれた

木枠及び鉄板に鉄釘で打ら付けた後組み立てた.

なが 試晶体は‘開口面と床帽を除<4闘に

取 り付けた。

表 l 誼騎体と実験回数

-F司要件 実験回 数

W2伺 xH36~・ W16il> H365圃

普通合板(3圃} 2 (1，2) 1 ( 3) 

普通合置(5mm) 2 (4，5) 1 ( 6) 

難燃合医(5.5咽) 2 (7.8) 1 ( 9) 

ピニル Yロ，合'" 2 (10，11) 1 (12) (2咽5圃

石膏ボード (12四) 2 (13，14) I (5) 

ロr膏-ポrレクロFt『12仕凹上〉げ 1 (16) I (Ii) 

ケ。イ皿骨冒)カ ルシ ウー!~t.'t 1 (18) 〈】

合 計 12 6 

'" ( ) f相会実験1lI号
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04 火源且ぴ点火源の情遣と配置

(3) 火源且ぴ点火方法

火源fa，縦検それぞれ2c町長き200凹の気箆

状態の杉辺材25本 (総虫駆800&=-5%)を2c皿

問闘に 1段 5本づっs段慎みにしたものを使照

した.

点火源ば，才イルパ/縦200x頃200x高さ

20回)にメタノ ル50m2を!日L白た@

点火は!試験体 火燦 ・点火源を。同 2， 4 

4ニ示すと おり盟問 し1 点火30秒前にメタノ ル

をオイルパンに注5込んだ後.電気スバークで

o火する方法で行った.

(49 ) 



褒 2 測定項目 方這亙ぴ肘鯵のf土繍

計測 場 所 測定 項 目 測 e 九 方 法 測定点数 測定..阿

室 内 温度 開屯対 (K線， 0.65皿)
(阻4l5 5} t費出 燃焼室

重 量 減 少 宅|張J!!iロー ドセル 。-200""

ダクト内温度 無電対 (K線ー 0.65皿) 1 

圧(金正，動圧力} ピート管+圧力霊換器 各 i 。--iOg/a(

排煙ダクト円 煙 漫 度 遺過光式建濃度計 l 光路島O.25m・6

(光源:ター…(j…

受光部 太陽電池

ガス分 析 ジルコニア式0，分析計 。~目見
(O"CO. coガス赤舛分析計 。-2%

CO，I co，ガス赤外分析計 。--25%

実 堅実 室実駿 室i!!1I 聖書電対 (K線.0.65四} i 

. ( ラビリンス聞の寝殿

(斜 計測且ぴ処理

ア 計制

視型M隆俊室及びダクト円の制定項目，方法

及び計器の仕織を表2に示した.

イ 処理

デー タ の 集 録は.データ 集録装置

(YHP3497A)を用い。鍛錬間隔5抄，集録

遮1186点/秒で続み取り， これを GP-IBを介

してパーソナルコンピュ タ(YHP216)で記

録し.計算処理を行った.

3 解明項目

各獣厳体の俊焼符性を犯湿するために.温度符

性のほかに次に示す特色について検討した.

。発燃速度 {量)

。燃焼速度 (盆)

。発煙速度(量)

o coガス8支出速度 (盆}

なJ;.各符性健の算出式は。娠後に資斜として

示した.
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4 結果l}.1J考察

天井着火時とフラッシユ方ーパー{以下 rF.OJ

という.1焚生時の各精性健の 覧を113に示し
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表J-1 天 井却聖火時の諮特性

¥〈f普通合板 13皿) 普通合仮(s圃] 姥ポ燃合リ板 (加S.511l:11エ) 

I回目 2回目 3回目 l回目 2回目 3団目 l回目 2回LlI 3回目

事畦 験 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

経過時 間 (分台抄) 2'25 2"00 JiS 2ω 1'50 2'00 2' 11) 1'25 1'45 

間口面閉 1..) 730 見。 730
1 

580 730 580 

aa 室内a 
天井町下 215 430 430 '" :525 630 240 430 632 

中 失 135 190 143 168 214 214 170 135 205 

("C) 床 iJj 上 20 22 20 20 28 26 2旧 19 28 

強烈速度 IKJI抄} 6.0 11.0 11.0 9.0 13.0 11.0 5.0 lO.O 13.0 

発~Jit (KJ) 590 6鈎 380 670 690 670 250 250 630 

燃憐速度 1.1抄} 2.2 4.0 1.6 2.0 5.6 2.5 3.3 2.9 3.3 

燃焼 盤 1，) 160 145 35 120 190 105 110 70 90 

発虚速度 1011抄) / 
発煙 E (01) し/
臼〉脱出速度 1，1抄} O.QI7 0.015 1).026 0.015 0.029 0.020 0.14 0.02 0.014 

cu放泌総盤 1.' 1.80 1.47 Ll4 2.20 2.30 1.60 10.0 1. 70 1.70 

CO，蝕出速度 1，砂) 1.04 178 1.12 l. 12 2.24 1.69 1.20 1.16 1.61 

印 z政出時量 1，) 94.0 83.9 28.0 63.7 91. 7 89.3 68.4 42‘S 76.2 

調阪 i石膏ホードで" ポ ド僚の燃焼はあったが. .己火炎伝婦には支らなかった.

業2 ケイ 餓カルンウム板では 天弁者火は包められなかゥた.

ピ二Iレクロス合医
(2.5岨 )

l固目 2回目 3回目

10 11 12 

1'40 r 40 2'10 

730 580 

194 412 481 

167 15C 150 

24 17 20 

5.0 7.0 9.0 

210 210 440 

2.6 4.2 2.2 

100 1ω 110 

二ア
./' 
0.010 0.160 0.007 

1.45 1. 8~ 1.43 

」一一一一
1.04 123 1.24 

55咽3 67.1 96.1 

桜3実験番号 7，10九日についてiム痩淘度計不良のため発煙運"'1鎌)の澗定は。でき生かった.

石膏ボード
ピニJレ7ロス

I回目 2凶日

16 17 

1'00 J't5 

730 580 

320 380 

93 133 

14 19 

8.0 12.0 

150 250 

0.4 1.5 

30 50 

0.012 0.035 

t.lO 1.70 

Q.78 1.13 

12.9 27.6 



表 3-2 フラッシュオーバー発生時の館特性

¥く:
普通合仮 (J圃) 普通合眼目圃) 燈ポ燃合リ仮 (加5.5個工} ビールクロス合甑

石膏ボード (12.，.1 石ヒ 膏ボード ケムイ仮殴{ωカ箇ル)γ (2.5闘} ニルFロス

t回目 2固目 3回目 1回目 2回目 3回目 l回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 l回目 2回目 3回目 t回目 2回目 l回目

3実 験 醤 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 " 13 i・15 16 17 18 

経 過 時間 {分'秒} no 3'15 3'15 3切 3'15 4'45 3'45 l∞ 3'45 3'15 3'00 4'15 5'00 5'00 5∞ 5ω 5ω 5ω 

関 口薗 倒 (ao') 730 開。 730 580 730 580 7ヨ0 580 730 泊。73<1 580 7却

室度内a 
天井置下 sω 585 635 574 610 676 469 620 595 529 598 640 S筋 667 648 557 566 529 

652 中 央 735 6切 関6 7玄2 “日5 640 “3 '" 731 629 598 .，. 39。352 .28 <<7 283 

("C) 床 直 t 180 144 176 176 15・240 174 200 258 202 133 203 82 107 82 142 138 38 

自

発熱I重度 (KJj抄) (4338 } {438 0} (4Jl (328 2) (36) {4286 } 
43 43 50 40 

3425 30 
43 " 43 40 52 16 20 24 1】

'1>"縫 (KJ) 2580 2690 総80 35ω 4780 初80 初∞ 付加 2390 2ω。42ω 2690 3310 4340 4970 6720 2320 

建鍵速度 (，1抄1 {59 1} (.‘ 96 j l50。} (5.4) 
11.0 9.9 8.5 8.8 8.' '.5 9.2 7.6 7.7 10.5 11.9 10.3 48 4 4 '.1 3.3 

燃 焼 盆 (g) 890 770 770 805 830 1220 815 760 9)0 890 750 1050 。.61 。.81 。鴎ι95 。‘95 056 

発煙運度 ( m' / ~~) 0.015 0.024 0.017 0，028 0.049 。‘65V 0.17 0.21 / Q.70 l. 92 レど0.057 (1，033 
(008303 } 。 (0008349 ) 

0.009 

発煙 ... (m') ， .6 

" 6.6 7.5 8.' 27.0 V 28.0 40.0 / 14.3 50.0 V 0.37 。.23 2.31 
{S4463 1) 。ω

co，.出適度 (，1抄)
{0。21) (0.29) {0O3I69 } 0.4 036 。.47 D.J<l 0.39 0.48 0.57 0.20 0.38 。37 0.40 。43 Q.72 。ω 。.16 i3 0.17 

co放出島量 1，) 15.7 15.1 29.3 ，. ， 24.2 47.8 28.' 22.8 34.0 18.9 16.3 45.0 7. 17.8 14，0 29.0 40.4 ， •. 
CO，抽出直度 (g/t:Yl 4卯 • 75 5.69 ， .56 4.78 ， .60 3.56 3.83 4.21 4.59 4.28 4.55 2.98 3.21 3.80 3.24 3.28 2.24 

CO，抽出陣量 (，) 35. 339 322 359 407 '18 334 340 .93 304 285 ." '" 573 609 609 707 銀9

*1 ( )内は.火災噴出前に一時的に8ニったピータ時の値.

速2 石膏~ーに石膏;f.-ド+ピユルタロス. >イ殴カルνウム復を使期した契般で!l.7ラッショオーパーが発生しなかったたの.#i火後5分のむのを示した.



川 ;11監符性

同6に一例として普通合続(3四}の点火

から火炎噴出 (F.Q発宅時}に烹る「・初見事問

!U，;こ{守う室内温度分布1 また，凶7には

その時間温度幽線を示した.

点火直後から，火源上天科低下に高泌緩が

健生ずる.天井智火に伴い.開口航ヘ成長す

ると共に下降し.点火2分'S抄liには，燃焼

室中央に段高温域が完全した.この高温部の

温JQ!1:5SO-7曲℃で，宮製制測で1:。この発

生時酬に F'Oln前の略的信火炎の噴出が

認められた.

② 燃焼宝中央に発生した高温犠1; 温度よ界

(的SO・C)すると共に 急速に降下 (500'C，

4叩℃の等温線に注丘).，広大し，F.Qが発生

した.点火から '.0発生に至るこの過程U材

料の1lI1lIにかかわらずほ11向じ形怒と伝った.

③ '，0の発生しなかった百こうボード 石こ

うボードにピニルクロス仕上げ，ケィ厳カル

ソウム仮の内装材の窃合.クリプのみ宜は，

Atftiのみの燃焼に鮒まり，燃焼案中央の高慢

繊の発'UJ:寵められ〈まかった.但し、石こう

ボード 6こビニルクロス仕よげを締レた酷駿体

では.点火後2分30紗頃から中央天井直下に

500--550"(の小高温域が発生する段階にまで

至って~ 9.火訴が大き〈位。備自民鎗鍾が噌

加すればー'，0が発生する可能性があるもの

と思われる.

(j) ，・0発生時の中性穆iム間ロ邸付近では天

井粛の1/8-.;:;1向句筒さの位債で それより下

では。守中央部でも2SσCを組えていなかった。

ロ伊性稽は ω 図 81よ示すように開口舗を20%

広〈すると.関口部付近で30.....359括その位世

が降下するのが認められた.

⑤間口蝋のS突い場合唱F・0発生時に釘りる様

焼当区中央にお付る高温騒が大舎〈なる傾向が

見られた.

12) その他の緒開室

各試駿体の測定結果を園 91ニマτした.

① 発燃速度 ・ 発臥~lit

ア '，0が発生した試験体では，発，引退Il!は

天井稽火直後から急速に噌110し 40........50 

K11紗に遣したところで '.0が発生した.

'，0発生時の奨賄速度は u料の舗実質・聞

(53 ) 

口条件による明確な絹異は認められ生かっ

たが . Il発然量では . ~ぃ材料ほど'，0発

句阜での総発係裁が小さし間口舗の小さ

い場合に総発揮各盆が大きくなった.

イ '，0発生時後の最大発然速度は発生時

の約 2倍で材料の績実質Eぴ仮1¥1による穫は

認められなかうた.しかし F.O発生から

侵大値に遣するまでの時間は 仮厚の薄い

初料の方が組かかった.

ワ 鱒憾合阪では.F.Q発生直後に厳大価の

的80%のピークに遥し.-iJ'降下した後.

大畑に至るという特徴が見られた.

エ F・0が発生しなかったケイ 酸カルシウ

ム仮では クリプの発燃のみで級大約20

K11秒。石こうボードでは，表面のポード阪

による小さ信発黙があり母大約2SK1I秒で

ゐった.

ピエルクロス仕よげをした石こうボード

では，ピニルクロスの悠俊による一時的な

発無が見られ， 般大40-日K1I砂に透した

が。'，0の発生には歪らなかった.

@燃焼速度 ・燃焼重盤

ア '，0の発生した材料でU 燃焼速度は

】. 2例を除いて発視軍度よりも早い時期

に急機"，曾加が始まったoF.Q IJ. 7.5.......11 

.1抄のI!閣で発生しており 厚い材料の7与

が小さい熔娩速度で発生する傾向が鹿めら

れた.F.Q発生後のピークは白わずか

20-25%の憎加に留まり，的2倦に"る発

!/，速度 E 大きな逮1i 'liI~r，ら訂え.

イ 回iOに燃焼速度と発存会速度の聞係を示し

たoF.Q発生前から既に燃焼笠外での二次

的反応によると思われる発湖沼度の増加が

Eめられ.F.Q 発生後の発燃速度比燃焼

適度によヒベ急速に増加している.

符に，峻憾合被では 発燃i重度の第 lピ

ーク碕に総後速度の宜化がな〈宛然速度の

みパルス状に変化した.ζ れは.'，0の

際.表面の殿甥処理圃がこわ札その際'"

それまでの加然により既に袋箇処理聞の下

に生じていた分解ガスがー気に噴出したこ

とによると権定される.

ウ織焼~度ー発黙速度幽線に結いて 同一

燈燐速度では.請い紺料の方が発無速度が
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小さ〈 間口面積の小さい方が発斜速度が

大き 〈なる傾向が認められた.これは 板

!事が薄い初料では.;/J.函のみでな 〈儲薗の

温度上鼻も早いため， 厚阪に比ぺ裏面の削

分解が速〈燃焼温度が纏加する.火災初期

に必いては.一般的に唆体内では鍬出され

た然分解ガスの俗燐による発然がほとんど

ないたの 餓焼適度に比べ発熱週度が小き

くなっているものと継定される.

方。聞ロ婦が小さい機合には。開円郎

かり放射や噴気斑として排出される似騒が

少な〈公り.室内により多〈の興がこむっ

て 黙分解ガスの温度が商 〈なるため，燃

焼笠から噴出した米燃ガスの室外における

燃焼が坦進されたためとitIlEされる.

エ F.Oが発生し伝かった石こう ボード，ヶ

イ重奏カルユ〆ウム阪による内裳では，急滋'.

燃焼速度の槽加は伝しそれぞれ的5.5g/

秒 約3.5gl紗を椴大備とする単純伝山形

となった.石こうボードにピニルクロス仕

上げをしたむ のはt 天井清火後時的~燃

焼速度の唱加が見られたが.11大でも約6

gj秒で。 F.Oが発生した場合の燃焼速度

7.5-Ug!秒κは遣し〈まかった.

@ 発煙速度 ・発想批

ア 合板績では。 ;疋件箸火以前は 天井付近

に樋樽い鍾が滞っている復度であった.天

弁務火直後から烈湿の噴出が急増した後。

F.O発生前後の火炎噴出に より急搬に滋

少した.ーそのため 同一将官でむ実芥着火

から F.O'!ままでの経過時閣が長〈仕る

健発矧Jitは多くなる傾向が見られた.l!l 

11) 

.. 
→E M 

a‘ 
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1I ~ ~t "'l 岨
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図11 天井鎗火-F'.Q聞の経過簿聞と宛煙量
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イ 発煙.1;.:実輸体の僧療による差が非常

に大きし 雌燃合板，ピニルク ロス合板で

は。それぞれ悶程度の飯原の普通合板に比

べ.F.Q発生までの飽盆でそれぞれ 2-'

倍.3....... 6倍となった. I図lJ)

ウ 同 材料では飯聞が厚いむの程.また開

ロ面積が小さい穫発煩盤は多〈なる傾向が

見られた.

@) COガス島支出運a・!il出縁

ア 含仮頒では発煙より 10-20秒遅れて急

激伝増加を始め、 F.O発生に伴って減少し

た.I!大政出速度は.1. 2例を除いて4

--5 gJ秒と材料によ る差は~められなか

ったが.放出盤では，仮摩の厚いむのの方

が多<~った.

イ 開口面積による彫"は白 2提出速度では ピ

ニルクロス合仮を除いてほとんど釜が寵め

られ生かったが.政省量では関口菌検の小

さいものの方が大舎〈なる傾向が見られた.

ウ 過去の火災実験結果によれば F'O発生

後.火災室内では COi.U'が婚加すること

が知られて"り。今回の実験による F.O発

生直後のCOガス紋出迎度の急減は.高温

の来悠ガスが闇敏空間に政出された後 燃

焼室外の 0，と反応し燃焼したことによる

むのと機定される.

エ 前ウから 地下や細畏い廊下の突き当り

等空気の侠総が+分に行えない喝合には

F.Q発生後でむCO"ス政出速度は，減少

するどころか.却って噌加する可能性があ

る.

⑤ CO，ガスh支出震度放出盛

ア 合仮頚では.F.Q発生直後から急激な噌

加を示し.発煙.COガス鋭出とは異なった

性状を示した.これは，附@エでも一部触

れたが，F.Q発生に伴い惚焼室から倣出さ

れた COを始めとする釆繍焼の分解ガスや

煙中に含まれていた辺離炭素タ ル松守

が白受外の空気ゅの 0，と反応し燃焼したよ

とによると推定される.~た，この総括が

F'O後の発敏速度の崎大"もたらし たと

考えられる.

イ 思大放~e連目置は。 1 2- 14gl秒と合仮の樋

矧による差ほ認められなかったが，板厚の



思いもの慢。燃焼時聞が提〈なるため，時

間 CO，ガス放出運慶尚線の山の裾野が広

がる傾向が12められたa

ウ F-Oが発生しなかった材料では CO，ガ

ス放出謹度の急憾な増加もなし般大舗で

も3......4 gl秒で合板績の1/3.......lI4の舗 と

をった。

5 まとめ

(11 材料の特性

ア 合仮額では，天井着火直後から発熱・尭埋・

coガス蝕出速度は"ずれも急激に増加して

おり，天井着火が，火災成畏過担において大

きな転換聞となっている。

F-Oの発生により，発動速度 ・CO，;>ゲス放

出速度は.急週止に増加するがー発煙速度・CO

ガス政出速度は，急激に減小する。これはー

燃焼室からの商温の排気ガス 中に含まれる，

COガス ，未燃の可燃性ガス ー僅粒子等が室外

で酸素と反応し燃焼することによると推定き

れる。

最大発熱適度では，合仮聞の差は認め られ

なかったが，発煙では，表面処理して あるも

のが未処理のものに比べ総量で 2-6惰にも

なっている.

CO及びCO，ガス脱出速度はー恒厚.開口面

慣による差がほと んど認められなかったが放

出総量ではー板厚が厚く，開口面積が小さい

ものの方が1.2.....2倍多〈なった。

イ 非合板類では，発1'-発煙 -COガス政出，

CO，ガス放出速度の特性値，，-全て合甑類よ

り小さく ，F.Qも発生しなかったーしかし，

ピニルクロス仕上げをした石こうボードに見

られるように，表面仕上げが発煙・cO放出特

世に大きく彫押するので注意する必要があるa

(21 火民成長期における温度特性

ア F-Oは，火災室中央温度が600.......75日ロCで発

生した~ f.Q発生直前に，主中央部に飯高温

場 (550.......70日-c)が発生しーこの時点で一時

的な火炎の噴出が龍められた。

F-Oの発生しなかったものでは， この高温

峨の発生が留められなかった。

イ F-O期にお付る中性帯の位置は，天井高の

1(8........1/4の高きで，開口部においては，開口

( 581 

面積~小さ < (今回の実織では開口緬そ狭め

た}するとよ鼻ずる傾向bこあった。

6_ 消防上回提言

僕型燃焼室を用いた一連の実験結集から都民箔

噂 宝内の不燃化対策 消防対策及び洛動菌に測

して次の事項が確認された。

111初期消火は天井着火までが限界であ り そ

れ以後では 急激な発煙等により避難不能にな

るおそれがある.

121 内装材の不燃化l.:t，F.Q発生の掬制に効果が

ある。

131 不織材等にピニルクロス等で仕上げを多る左‘

基"と金〈 異る燃焼符性(例えば発煙往)を示

すことがあるので.その選定にあたっては十分

注意する，

(4) F.Q発生以前火災室の開 口部床付近は 数

10・Cであっても。室内中央部では既に600・Cに遷

しているltl会がめり。進入は必ず鑓護注水のも

とに実施する.

(5) F.Q発生のおそれのあ る火究室の開口部前

面では できる限り 身を低く する.また開口部

の開放姻は。fl小限立とどめ.開口部正面には

絶対位檀しなも弘

7 あとカ、き

本研究では，耐火室内で内装仕上げ材の有無及

びその徴続 (易燃性)がl 火克の発生成長期の

諮符性におよぽす影容について模型実験を実施し，

その燦要を杷握してきた。

しかし‘燃焼速室規模が小さく綴られたデ タ

であり 。また，床材の燃焼性や火源の大きさの'3
'等については.未解明であ るe これらに関 しで

は現在 ?フ ラッシユオーパ に閉する研究」でそ

の研究が選められており 。今後 より大規模な模

型実験や実大火災実験における検証 ・解明が待た

れる.
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出凝速度2 

踏切性健のまま出方法

別配資料

、Vt目、N，.，
RM""一一一一ーム-ー

6 t 

RM:燃焼速度 (g/紗}

Wt 点火後の時剖tに結げるIIUI(，)

W '+1 点火後の時剣 t+(における且1ll:(g)

6t データ読み取り陛嫡{砂}

尭微速度

土二三8，
X SI-X trn一手20

1叫 山E.E'刈 I) I古E

o
m
 

x
 

E
 

印

量熱連腔

CsKM:Cs'V 

CsKM=発然速度 {肘/抄}

c，煙iII度 (m-')

v : ~蝋\l量( rrI/砂)

3 

式次価定一
一
刊一
h

E

一
日

m

uM
 

世

め

m

京

coガス抽出速度

COKM =CO X .~JV 
100 

COKM : CO tiス加出速度 (g/砂}

CO:COガス湿度(%)

V 風量 (gft;..)

且
山 3‘S司、

QE=152 it(QEaけ Qtll..o.t}

Qt 点火から崎刻 tまでの問の9著書割捻

(KJ) 

Qt"l 点火後の時現しけこ勾りる発歓迎

度 ((KJ/砂}

Qli 点火後の時剤 "に 討げる発界再逮

度 (KJ/秒}

6t データををみ取り M~勇 {紗1

Imax . tをふrで除した健

惜幌量量

、"=、引10一、Vt
燃焼兎雌(g)

Wo 実!l朗始憾の組量，，)

Wt 点火後時刻 1における昆盆(g)

w 

上把において

Qt 点火後の時刻 t に必旬る多~"i!!度

(KJ!秒)

有償符料が完全総続した場合の単位

厳禁消術単当りの平均発撚Jt(KJ!

mol) 

coが燃焼して CO，に'"る場合の厳

位厳禁INI¥'量当りの平均発剤盆(KJI
mol) 

X品 雰園無ゅの 0，分圧分析値(=0.2曲}

x S~ 排煙ダクト内の 0，分圧分続値{応答

遅れを補正した憧)

x&， 排煙ダタか円の CO，分圧分析催国

答遡れを補正した値)

俳湿ダクト内のco分圧分続健(応答

遅れを織正した簡)

ダク ト内ガスの質厳浪速 (kgl砂}

空気の密度 (kglrrl)

ダクト内ピト 管によるil!逮 (Pal

雰囲気混度 ('K)

T， 排煙ダクト内温度{・K)

W AIN 酸素のモル分子公(kl:/mo1)

A ダクト断面倒 (耐)

4 

E 

E' 

熱畳5 

6 

x ~o 

ρo 

6P 

To 

ms 

である.

irrし. coガス抽出量

I!>然盆と悶織令Jヲ法で求める.

尭煙凪7 
=.120 (KJ/mo1) 

=566 (KJlmoO 

¥v ...IR=O.029 (kg/moll 

ρoTo= 353 (kg・K/m')

E 

E 

(59 ) 

とする。
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